啓林館　生物（生物30２）　観点一覧
(１)　内容の難易度

・豊富な内容が簡潔に分かりやすく記載されており，学習意欲が高まる教科書に編集されている。理系大学入試を明確に意識し，「遺伝暗号の解読」「連鎖と組換え」についての演習問題を取り上げており，的確な照準を備えた教科書といえる。
・近年の大学入試で問われた内容が意欲的に掲載されている。古典的なものから先端の研究内容まで頻出の事項を掲載し，詳細な内容を記述している。入試で近年しばしば出題される学際的な問題も扱われ，内容にも慣れ親しむことができる。多くの生徒が大学に進学する本校生徒の学習の実態と合致している。

(２)　内容の取扱い

・学習内容が増加・難化していることを踏まえ，導入部分で学習内容を大観し，続いて詳細を学習する配列となっている。「概要の解説」→「詳細（仕組みや各過程）の解説」という順序で記述の流れができており，学習内容が把握しやすい。
・文章で詳細を解説するだけでは非常に理解しにくい難解な内容については，詳細な図や写真で理解が進むようにしている。このため，図を見るだけでも理解が促進される。例えば，花の器官分化のABCモデルについて，写真と図解で掲載し，視覚的に理解できるように工夫されている。
・従来記載されていた内容についても，必要に応じて継承されている。このため，授業展開の多様性が担保されている。

・第１部「生命現象と物質」では，体細胞分裂の詳細を取り扱っているなど，中学校課程や「生物基礎」から進んで学習を深め，重要語句や内容の理解が円滑に取り組めるような配慮がみられる。

・第２部「生殖と発生」では，メンデルの法則について丁寧に解説している。中学校で概略を学んだメンデルの法則を飛躍なく円滑に学習を深められるよう，独立の法則・二遺伝子雑種を踏まえて連鎖・組み換えの学習に進むというような工夫がみられる。
・第３部「植物の光受容体について，フィトクロム以外の色素について（クリプトクロムとフォトトロピン）詳細な説明があり，植物の光環境への応答の仕組みを扱っているため，内容を理解し易い。
(３) 単元の構成・配列及び分量

・各部（章）の冒頭では学習目標が明示され，部・章・節・小項目が適切に配されている。分量も必要十分であるため，学習の流れを円滑にし，授業進行にマッチした構成といえる。

・参考・発展が各所に配されて，生徒の興味を喚起するよう配慮されている。

・第４部「生物の進化と系統」，第５部「生態と環境」の順で配列し，進化についての考え方を身に付けてから，適応や生物多様性の重要性などについての理解を深めることができるようになっている。

・「生物の進化と系統」「生物と環境」について，十分な紙数を使って解説されており，全体としてのバランスがよい。新課程では両部とも必修化したため，受験対応の上で適性が高い。

(４)　その他　

・詳細な図や写真とともに，適切なキャプションが添えられ，視覚的説明と文章的説明の連携によって，理解と記憶を促すような工夫がなされている。
・大学入試に出題されている内容について，しっかりと掲載されている。「コムギの進化（横浜市大2010年）」「ゾウリムシの種間競争と異種共存（九州大2011年）」「マイクロサテライト（京都大2011年）」など近年の大学入試で問われた内容も掲載されており，古典的なものから先端の研究内容まで対応することが可能である。
・入試問題と同形式の資料学習が掲載されている。「遺伝暗号の解読」「遺伝子組み換え実験」「連鎖と組換え（計算問題）」など，大学入試二次試験で問われるような形式の問題を，各所に配置し，入試問題に慣れることができるようになっている。
・学際的な分野の話題が掲載されている。近年研究が盛んな「進化発生学」「マイクロサテライト」など，学際領域（複数の異なる分野にわたる内容）も掲載されている。大学での研究内容に興味をもたせることができるだけではなく，総合的に生物を理解できるよう配慮されている。また，大学入試でも学際的な問題が出題されることが多く，入試で出題される内容にも慣れ親しむことができる。

